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Abstract: The purpose of this paper is to clarify the contents and purpose of effect to the area by introducing of the renewable 

energy. As a result, it clarified following; (1) utilization of education on sunlight, (2)landscape utilization of wind power, (3) creation 

of new industry by biomass, (4) contribution of added value by snow and ice thermal. 

 

１．研究目的；わが国では，2012 年に電力固定価格買取

制度が施行されて以降，再生可能エネルギー（以下；再

エネ）の導入を巡る動きが活発化している．こうしたな

か，再エネ施設の建設にあたっては，地元関係者の理解

を得る必要があることから，再エネ導入地域に対して再

エネがもたらす波及効果がその導入実現で大きな意義を

もつ１）．しかし，再エネ導入による地域への波及効果の内

容や目的などの特徴は明らかにされていない． 

そこで本研究では，再エネ導入による地域への波及効

果を捉えるために，再エネ導入がもたらす地域貢献の内

容と目的および地域性との関係について明らかにする． 

２．調査方法；再エネ導入とそれに伴う地域貢献の内容

と目的を捉えるため，国内で最も多い再エネ賦存量を有

する北海道２）に着目し，表１に示す調査を実施した． 

３．結果および考察；再エネの地産地消および地域貢献

の優れた事例を選出した事例集３）～６）から109事例を抽出

した．このうち，導入当時から現在まで継続的に稼動し，

かつ調査協力が得られた64事例を対象として，資料分析

を行った．その結果，４つの再エネ種別と７つの地域貢

献の内容および目的の関係を示したものが表２である．

以降では表２をもとに４つの再エネ種別の特徴を述べる． 

表１ 調査概要［筆者作成］ 

資料調査 

日時 2017（平成29）年７月３日（月）～９月１日（金）（約２ヶ月間） 

対象 
経済産業省資源エネルギー庁および， 

（財）新エネルギー財団などの公的機関が発行する事例集３）～６） 

目的 
地域特性を考慮した再エネ導入が地産地消および地域貢献に 

つながった先進的事例を抽出するため 

内容 

・事例集３）～６）より優良事例109事例を抽出 

・各再エネ施設109事例に関する資料提供依頼 

・各再エネ施設の現状の稼働状況の確認 

・各再エネ施設に関連する地域貢献の内容についての情報収集 

資料分析 

日時 2017（平成29）年８月14日（月）～９月29日（金）（約６週間） 

対象 
資料調査で収集した導入当時から現在まで継続して稼動している 

再エネ施設64事例の各パンフレット等の資料７）～43） 

目的 各再エネ施設の設置に対する社会貢献の実状を把握するため 

内容 各再エネ施設の資料から地域貢献活動の実状調査 

（１）太陽光発電；表２より，太陽光発電は他の再エネ 

種別と比較して「①教育」が 97%と特化していることが

わかる．例えば，伊達市では，将来のエネルギーの啓発

を目的とした「次世代エネルギーパーク」７）の見学ルー

トを設定しており，太陽光発電施設がその中心的役割を

担っている．さらに，情報発信施設では，太陽光発電施

設の連動性や各施設でのタイムリーな発電量の見える化

を図るとともに，地球温暖化の仕組みや導入経緯につい

ての学習の場を提供するなど，再エネ導入への普及・啓

発の場として地域貢献を果たしている．  

（２）風力発電；風力発電の地域貢献の内容は，太陽光

発電と同様に「①教育」（77%）が多く，次いで「③景観」

が５割程度であるが，これは再エネ種別で唯一取り上げ

られたものである．例えば，室蘭市の祝津風力発電所で

は，当該施設で発電した電力を白鳥大橋のイルミネーシ

ョンに活用するほか，風車自体をライトアップすること

で，港湾内の工場群が織りなす「むろらん夜景」（写真１）

の魅力を一層向上させる地域貢献を図っている． 

（３）バイオマス発電・熱利用；バイオマス発電・熱利

用の地域貢献の内容は，「⑦地域の課題解決」（100%）が

あり，次いで「①教育」（81%），再エネ種別で唯一取り

上げられている「⑤産業」（38%）など多様である．例え

ば，酪農が盛んな鹿追町では家畜ふん尿の悪臭や水質汚

濁，伊達市では森林の荒廃などの地域課題の解決が求め

られており，こうした地域の負の遺産を有効活用するた

めに再エネが導入された．また，鹿追町環境保全センタ

ーに導入された「バイオガスプラント」は，熱電併給が

可能な施設であり，発電とともに熱（70℃の温水）を供

給することができる．この熱を有効活用して，マンゴー

やチョウザメ等の高級食材の安定供給といった新たな産

業の創出や出荷時期をずらして販売することによる食材

の付加価値向上（写真２）に役立てている． 
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（４）雪氷熱利用；雪氷熱利用は｢①教育｣，｢④付加価値｣，

｢⑦地域の課題解決｣がともに約７割であることを捉えた．

例えば，岩見沢市の岩見沢農業高校は，除雪した雪の冷

熱を活用した農作物の栽培遅延やワイン・みその保存熟

成の研究・実験を行っている．稚内市の自然冷熱利用貯

蔵庫では，じゃがいもの低温保存による出荷時期の調

整・糖度向上を狙った品種「勇知いも」の栽培を行うな

ど，農作物の付加価値向上に取り組んでいる． 

以上より，本研究では，再エネ種別ごとに地域貢献の

特徴と具体的な取り組みを明らかにした． 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
足寄市 足寄中学校（2012～） ◆ 施設の屋上 太陽光発電について役場を通して視察・見学に対応 ● ● 8),9)

札幌市 円山動物公園（2004～） ◆ 施設の屋根 次世代エネルギーパーク内施設の紹介や地球温暖化の説明を展示 ● ● 10),11)

札幌市 西岡北小学校（2001～） ◆ 施設の屋上 災害時の予備電源 ● 12)

伊達市 黄金地区コミュニティセンター（2003～） ◆ 施設の屋上 次世代エネルギーパークの見学ルートに推奨．担当者の説明あり ● 7),13),14)

伊達市 伊達市防災公園総合体育館（2011～） ◆ 施設の屋根 次世代エネルギーパークの見学ルートに推奨．非常用照明に電力使用 ● ● 7),13),14)

伊達市 伊達ソーラー発電所（2011～） ▲ 地面 次世代エネルギーパークの見学ルートに推奨．担当者の説明あり ● 7),13),14)

伊達市 市立伊達西小学校（2010～） ◆ 施設の屋上 次世代エネルギーパークの見学ルートに推奨．中心施設にて展示紹介 ● 7),13),14)

伊達市 市立長和小学校（2010～） ◆ 施設の屋上 次世代エネルギーパークの見学ルートに推奨．中心施設にて展示紹介 ● 7),13),14)

伊達市 長和地区コミュニティセンター（2006～） ◆ 施設の屋上 次世代エネルギーパークの見学ルートに推奨．担当者の説明あり ● 7),13),14)

伊達市 市立伊達中学校（2010～） ◆ 施設の屋上 次世代エネルギーパークの見学ルートに推奨．中心施設にて展示紹介 ● 7),13),14)

伊達市 伊達太陽光発電所（2012～） ▲ 地面 次世代エネルギーパークの見学ルートに推奨．担当者の説明あり ● 7),13),14)

芽室市 めむろかしわ保育園（2009～） ▲ 施設の屋上 発電量のモニター表示や太陽光発電について見学会の実施 ● 15)

芽室市 フクザワ・オーダー農機（2009～） ▲ 農機具の上 太陽光発電についてDVDによる説明や見学会を実施 ● 15)

芽室市 上美生中学校（2009～） ◆ 校庭の地面 発電量のモニター表示や太陽光発電について見学会の実施 ● 15)

芽室市 めむろ西子どもセンター（2012～） ◆ 施設の屋上 発電量のモニター表示や太陽光発電について見学会の実施 ● 15)

芽室市 芽室小学校区子どもセンター（2014～） ◆ 施設の屋上 発電量のモニター表示や太陽光発電について見学会の実施 ● 15)

芽室市 芽室南小学校（2011～） ◆ 校庭の地面 発電量のモニター表示や太陽光発電について見学会の実施 ● 15)

芽室市 芽室中学校（2012～） ◆ 施設の屋上 発電量のモニター表示や太陽光発電について見学会の実施 ● 15)

芽室市 芽室小学校（2013～） ◆ 施設の屋上 発電量のモニター表示や太陽光発電について見学会の実施 ● 15)

芽室市 上美生小学校（2014～） ◆ 校庭の地面 発電量のモニター表示や太陽光発電について見学会の実施 ● 15)

芽室市 芽室西小学校（2015～） ◆ 校庭の地面 発電量のモニター表示や太陽光発電について見学会の実施 ● 15)

稚内市 稚内太陽光メガソーラー発電施設（1993～） ◆ 地面 周遊コースをカートで巡る見学会の実施 ● 16)

滝川市 滝川テクニカルセンター（2007～） ▲ 地面 事業者による太陽光発電の見学会の実施 ● 17)

滝川市 滝川ふれ愛の里（2014～） ◆ 地面 市職員による太陽光施設の視察・見学の対応 ● 18)

滝川市 滝川市役所庁舎（2010～） ◆ 施設の壁面 市職員による太陽光施設の視察・見学の対応 ● 18)

滝川市 滝川市第三小学校（2015～） ◆ 施設の屋上 市職員による太陽光施設の視察・見学の対応 ● 18)

滝川市 JCU 滝川太陽光発電所（2014～） ▲ 地面 市職員による太陽光施設の視察・見学の対応 ● 18)

滝川市 滝川ガス太陽光発電所（2015～） ▲ 地面 市職員による太陽光施設の視察・見学の対応 ● 18)

滝川市 伯東滝川ほほえみソーラーパーク（2013～） ▲ 地面 市職員による太陽光施設の視察・見学の対応 ● 18)

◆21件/▲8件 計（件） 28 1 0 0 0 3 0
◆72％/▲28％ 割合（％）N=29 97 3 0 0 0 10 0

石狩市 かぜるちゃん（2005～） ▲ 再エネ用施設 風車見学会での説明や，ミニ風車作りを開催 ● ● 19),20)

石狩市 はまかぜちゃん（2001～） ▲ 再エネ用施設 風車見学会での説明や，ミニ風車作りを開催 ● 19)

札幌市 円山動物公園（2005～） ◆ 施設内一部 施設内の体験コーナーで再エネを体感できる風力ゲームを設置 ● 10),11)

せたな町 せたな町洋上風力発電所（2003～） ◆ 再エネ用施設 日本初の洋上風車がある町として洋上風車群を観光資源化している ● ● 21)

伊達市 伊達ウィンドファーム（2011～） ▲ 再エネ用施設 風車群を眺める展望場所の設置と，風力に関する説明パネルの設置 ● ● 13),14)

苫前町 苫前グリーンヒルウインドパーク（1999～） ▲ 再エネ用施設 夕陽と風車群と牧場が調和した景観がランドマークになっている ● 22),23)

苫前町 夕陽ヶ丘ウィンドファーム（1999～） ◆ 再エネ用施設 風車群のライトアップと，周辺の施設への電力供給 ● ● 24),25)

室蘭市 祝津風力発電所（2009～） ◆ 再エネ用施設 白鳥大橋のイルミネーション・ライトアップと防災施設の非常電力 ● ● ● 26)

滝川市 滝川ふれ愛の里（2014～） ◆ 施設外地上 太陽光，風力の両方の設備について見学することができる ● 18)

稚内市 宗谷岬ウィンドファーム（2005～） ▲ 再エネ用施設 57基の風車が景観の主対象になり，風のまちの㏚のきっかけになる ● ● 16)

稚内市 稚内公園風力発電所（1998～） ◆ 再エネ用施設 環境学習と，公園のゲストハウスの足湯にエネルギーを利用 ● ● 16)

稚内市 稚内市水道部風力発電所（2002～） ◆ 再エネ用施設 日本初の水道事業の原動力に風力発電を利用．施設見学も可能 ● 16)

寿都町 寿の都風力発電所（2003～） ◆ 再エネ用施設 教育機関にて「新エネルギー教室」の実施・全国への情報発信 ● 27)

◆8件/▲5件 計（件） 10 3 7 0 0 1 0
◆62％/▲38％ 割合（％）N=13 77 23 54 0 0 8 0

足寄市 芽登木質ペレット製造工場（2005～） ▲ 再エネ用施設 カラマツ材の林地残材，間伐材及び低質材の未利用材を有効活用 ● ● 8),9)

足寄市 新妻牧場バイオガスプラント（2005～） ▲ 施設内一部 牧場から出る乳牛糞尿の悪臭問題が背景に誕生 ● ● ● ● 8),9)

釧路市 釧路広域連合清掃工場（2006～） ◆ 施設内一部 社会科見学の実施(工場見学者コース・常設展示コーナー) ● ● 28)

江別市 酪農学園大学インテリジェント牛舎（2000～） ◆ 施設内一部 実験施設として一般開放することで地域の再エネ研究機関に ● ● ● 29)

札幌市 白石清掃工場（2002～） ◆ 施設内一部 ごみの処理問題を背景に誕生し，施設の冷暖房等に使用 ● 30)

鹿追町 鹿追町環境保全センター（2007～） ◆ 再エネ用施設 余剰熱を育苗用ハウス・マンゴー栽培・チョウザメ飼育に使用 ● ● ● ● 31)

士幌町 個別型バイオガスプラント（2012～） ▲ 再エネ用施設 家畜糞尿の完熟堆肥化の困難性を背景に稼動し，有機質肥料を製造 ● ● 32)

下川町 木質原料製造施設（2008～） ◆ 再エネ用施設 主伐材から間伐材，中小径木の未利用材の有効活用 ● ● 33)

伊達市 伊達市木質ペレット製造プラント（2008～） ◆ 再エネ用施設 未利用木質材から木質ペレットの製造・市外への販売による産業増加 ● ● ● 13),14),34)

伊達市 バイオディーゼル燃料製造施設（2007～） ▲ 再エネ用施設 家庭や事業所から収集する廃食用油を，市公用車の燃料として利用 ● ● 13),14)

苫小牧市 沼ノ端クリーンセンター（1999～） ◆ 施設内一部 粗大ごみを処理し，資源の有効化，見学会を行っている ● 35)

芽室市 西士狩ペレット製造所（2011～） ◆ 再エネ用施設 剪定枝及び支障木等の廃棄物の有効活用，ペレットは町内で全て使用 ● ● 15)

稚内市 稚内市バイオエネルギーセンター（2012～） ◆ 再エネ用施設 生ごみ，下水道汚泥，水産廃棄物等の減量を行う ● ● 16)

砂川市 クリーンプラザくるくる（2003～） ◆ 施設内一部 全国で初めて「生ごみのみ」のバイオガス化に成功 ● ● ● 36),37)

滝川市 滝川市中央児童センター（2012～） ◆ 施設内一部 一般家庭から出る廃食用油を背景に・見学会の実施 ● ● 18)

滝川市 中空知衛生施設組合リサイクリーン（2003～） ▲ 施設内一部 廃食用油を有機肥料化し，「美ola」と称して一般販売を行う ● ● ● 18),38),39)

◆11件/▲5件 計（件） 13 0 0 3 6 0 16
◆69％/▲31％ 割合（％）N=16 81 0 0 19 38 0 100

足寄市 農業農村活性化施設（2003～） ◆ 再エネ用施設 地域の公共団体が使用する際は，施設使用料の減免．実験施設で利用 ● ● 9）

岩見沢市 岩見沢農業高校（2000～） ◆ 施設内一部 トマト，シイタケの栽培時期の遅延や，ワイン，みその保存熟成 ● ● ● 40)

札幌市 円山動物公園（2012～） ◆ 施設内一部 雪が解けた冷水を夏期にレッサーパンダの冷房として利用 ● ● ● 10）,11)

札幌市 モエレ沼公園（2003～） ◆ 施設内一部 雪氷熱を利用し，観光施設であるガラスのピラミッド内の冷房に利用 ● ● 41)

名寄市 雪室型もち米低温貯蔵施設（2002～） ▲ 再エネ用施設 施設職員による説明会の実施 ● 42)

稚内市 自然冷熱利用貯蔵庫（2004～） ◆ 再エネ用施設 出荷時期をずらし，品質も向上した品種「勇知いも」の栽培 ● ● ● 43)

◆5件/▲1件 計（件） 4 2 0 4 0 0 4
◆83％/▲17％ 割合（％）N=6 67 33 0 67 0 0 67 計64施設
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表２ 再エネ種別と地域貢献の内容との関係［参考文献７）～43）をもとに筆者作成］ 

 写真２ マンゴー栽培施設（鹿追町） 

［筆者撮影／撮影日：2017.2.25］ 

 写真１ 白鳥大橋ライトアップ（室蘭市） 

［参考文献44）より引用］ 

［凡例］◆：公共主体 ▲：民間主体 ①：教育 ②：観光 ③：景観 ④：付加価値 ⑤：産業 ⑥：防災 ⑦：地域の課題解決 （①～⑦複数カウント）     ：本文に取り上げられている事例 
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